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している 。そのガイドラインとして以下の 2 点が提案されている。
－ 172 －
包括的結婚式文の必要性と可能性
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　　　［家族に］   〔　　　　　〕さんと〔　　　　　〕さんのご家族は、信仰と希望
と愛をもって二人を支え、二人に伴っていくことを約束しますか。
 （答）はい
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36  遠藤周作『沈黙』、新潮社、1981 年、231、288 頁。『沈黙』の中で、宣教師フェレイラはキリスト教
が日本では受け入れられないことを説明して、「この国は沼地だ……どんな苗もその沼地に植えられ
れば、根が腐り始める……我々はこの沼地に基督教という苗を植えてしまった」と語る。また、井
上筑後守もロドリゴに対して「この日本と申す泥沼に敗れたのだ」と述べている。
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していくのではないだろうか。そのようになった時、ホテルや結婚式場でなされるキ
リスト教結婚式は、それぞれの課題にかみ合うことはなくても、社会に氾濫するクリ
スマスツリーのように一時の華やぎを与えるイベントとして受け入れられる。もしく
は、自由に自分たちの意図を反映することができる人前式の方が自分たちの必要を満
たしてくれるものとして受容されていくのではないだろうか。
　このような式文研究は、既存の式文の代わりになるものを提供することが目的では
ない。新たな固定化・規定化された「式文」を生み出すことが重要ではない。社会の
変化、人々のニーズ、人権的課題に応えつつも、キリスト教が現代に「神の国」を提
示し、どのような変革をもたらすことができるのかを創造的に式文という形で表現し、
礼拝において体験することが重要である。
